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操作メニューを使う

操作メニューでは、回線の手動接続／切断、チャネル数の増加／減少、疎通確認、時刻設
定、テレホーダイ設定／テレホーダイ終了、リモートパワーオン、留守モード切替え、 
VRRP手動切り戻しができます。

■  操作メニューを表示する
本装置のトップページで、画面上部の［操作］アイコンをクリックすると、操作メニューが
表示されます。

■  手動で回線を接続する／切断する
接続先を指定して、手動で回線の接続／切断ができます。

回線手動接続／切断ページでは実行結果を確認できません。「表示メニュー」の「回線接続状況」
で確認してください。回線手動接続の接続先情報一覧には、接続先の相手やトンネルのエンドポ
イントの相手など、すべての接続先情報が表示されますが、未接続状態の相手以外に対する要求
は接続動作を行いません。
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回線を接続する 

1. 操作メニューで「回線手動接続」をクリックします。

「回線手動接続」ページが表示されます。 

2. ［接続先情報一覧］で接続先の欄の［接続］ボタンをクリックします。

回線接続のメッセージが表示されます。

回線を切断する 

1. 操作メニューで「回線手動切断」をクリックします。

「回線手動切断」ページが表示されます。 

2. ［接続先情報一覧］で回線を切断する接続先の欄の［切断］ボタンをクリックします。

回線切断のメッセージが表示されます。
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■  手動でチャネルを増やす／減らす
回線接続中に、通信に使用する Bチャネルの数を手動で増減できます。

プロバイダが MPに対応している場合だけ、この機能を利用できます。 

1. チャネルの数を増加する場合は、操作メニューで「手動チャネル増加」をクリック

します。

「チャネル数の増加要求を発行しました。」というメッセージが表示されます。

チャネルの数を減らす場合は、操作メニューで「手動チャネル減少」をクリックし
ます。

「チャネル数の減少要求を発行しました。」というメッセージが表示されます。

■  ネットワークの接続を確認する  

pingコマンドを使って、 IP接続が成立しているかどうか確認できます。 

• ping実行中は、通話料金がかかります。 

• かんたんフィルタがかかっているときは、 pingを送信できないので応答はありません。 

• かんたんフィルタを使用している場合、 ISDN回線は接続されません。 

1. 操作メニューで「疎通確認」をクリックします。

「疎通確認（ ping）」ページが表示されます。 

2. 「 ping送信先」に送信先の IPアドレスを入力し、利用プロトコルを設定します。 

3. ［ Ping送信］ボタンをクリックします。

「 ping実行中」というメッセージが表示されたあと、ブラウザ画面に ping送信結果が表示さ

れます。
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■  時計を設定する
本装置の内部時計の時刻を設定できます。時刻設定する方法は以下の 3つがあります。 

• ブラウザを利用しているパソコンの時刻を取得する方法 

• ネットワーク上の TIMEサーバ、または NTPサーバから時刻を取得する方法 

• 任意の時刻を設定する方法 

24時間以上、電源を切ったままにすると時刻情報が失われます。

ここでは任意の時刻を設定する場合の例を以下に示します。 

1. 操作メニューで「時刻設定」をクリックします。

「時刻情報設定」ページが表示されます。 

2. 「任意の時刻を設定」を指定する場合は現在の日時を入力します。

指定する時刻の設定方法の［設定］ボタンをクリックします。

「時刻を○○○○に設定しました。」というメッセージが表示されます。
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■  テレホーダイ機能を使う  

INSテレホーダイは、 NTTが提供するサービスです。午後 11時から午前 8時の深夜・早朝時

間帯に、あらかじめ指定した 2つの電話番号に対してかけ放題になります。

テレホーダイ機能利用時は、指定された時間だけ無通信監視機能を停止して自動切断させな
いようにします。 

INSテレホーダイサービスを利用する場合は NTTとの契約が必要です。

テレホーダイの時間帯を設定する 

1. 操作メニューで「テレホーダイ設定」をクリックします。

「テレホーダイ設定」ページが表示されます。 

2. 「テレホーダイタイマ」で、回線を接続したままにしておく時間を入力します。 

3. ［テレホーダイ開始］ボタンをクリックします。

設定した時間、回線が接続されたままになります。

テレホーダイを開始する／停止する 

1. テレホーダイを開始するときは、操作メニューの「テレホーダイ設定」ページで

［テレホーダイ開始］ボタンをクリックします。
テレホーダイを停止するときは［テレホーダイ終了］ボタンをクリックします。

［テレホーダイ終了］ボタンをクリックすると、「テレホーダイタイマをキャンセルしまし
た」というメッセージが表示されます。

［テレホーダイ開始］ボタンをクリックすると、テレホーダイ時間帯以外でも、ずっとつながった
状態となります。

ルータ設定の「相手情報」で、接続先ごとにテレホーダイの使用有無を設定できます。
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■  リモートパワーオン機能を使う
遠隔地にあるパソコンの電源投入を行う機能です。電源を投入するパソコンは、あらかじめ
「ホストデータベース情報」ー「リモート電源制御」で「対象」として登録しておく必要が
あります。 

1. 操作メニューで「リモートパワーオン」をクリックします。

「リモートパワーオン」ページが表示されます。 

2. 起動させるパソコンの［オン］ボタンをクリックします。

本装置が該当するパソコンに対して「 Magic Packet」を送信し、パソコンが起動します。

本機能は、 Waleup in LANに対応したパソコンだけ利用できます。 Waleup on LAN対応機種に

ついては、パソコンのメーカーにお問い合わせください。

「起動条件を設定する」（ P.502）

パソコンが  Magic Packetを受信してから起動が完了するまで、数十秒から数分かかります
（お使いの機種や  OSによって異なります）。
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■  留守モードの ON／ OFFを設定する
本装置では、あらかじめ「装置情報設定」の「留守モード情報」に留守（外出）中の動作を
設定しておくことにより、在宅時の設定（留守モード OFF）を留守中の設定（留守モード 

ON）にかんたんに切り替えることができます。

「留守モード中は、スタンバイモードで動作する」設定にしている場合は、留守モードへ移行する
とスタンバイモードが動作するため、操作メニューから留守モード解除ができなくなります。留
守モードを解除する場合は、アナログポートに接続されている電話機で解除してください。

留守モードを ONに設定する 

1. 操作メニューで「留守モード切替え」をクリックします。

「留守モード切替え」ページが表示されます。 

2. 留守モードを ONにするときは、［留守モードへ移行］ボタンをクリックします。

「留守モードへ移行しました」というメッセージが表示されます。

留守モード情報の設定を変更する場合は、［装置情報設定へ移る］ボタンをクリッ
クします。

「装置情報設定」の「留守モード情報」が表示されます。

留守モードを OFFに設定する 

1. 操作メニューで「留守モード切替え」をクリックします。

「留守モード切替え」ページが表示されます。 

2. 留守モードを OFFにするときは、［留守モードを解除］ボタンをクリックします。

「留守モードを解除しました」というメッセージが表示されます。
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■  VRRP手動切り戻し機能を使う 

VRRPグループの動作を、一時的にプリエンプトモードが ONに設定されたものとして動作

させます。  これにより、プリエンプトモードが OFFに設定された自装置 VRRPグループが、

現在のマスタルータより優先度の高いバックアップルータである場合、マスタルータに状態
を切り戻すことができます。  自装置 VRRPグループのプリエンプトモードが ONに設定され

ていたり、現在のマスタルータの優先度のほうが高い場合、要求は無視されます。   

1. 操作メニューで「 VRRP手動切り戻し」をクリックします。

「 VRRP手動切り戻し」ページが表示されます。 

2. 切り戻しを行うグループの［実行］ボタンをクリックします。

切り戻しが行われます。
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表示メニューを使う

表示メニューでは、回線接続状況、回線への課金情報、 IP統計情報、メール着信通知、メー

ルチェック、チャネル統計情報、回線ログ情報、システムログ情報、ルーティング情報、イ
ンタフェース情報、ブリッジ情報、マルチホーミング情報、 LAN情報、 DHCP情報、 NAT情

報、 ISDN情報、フレームリレー情報、 IPsec情報、現在時刻、経過時間情報を確認できます。

■  表示メニューを表示する
本装置のトップページで、画面上部の［表示］アイコンをクリックすると、表示メニューが
表示されます。

■  回線接続状況を確認する  

ISDN回線への接続状況を確認することができます。 

1. 表示メニューで「回線接続状況」をクリックします。

「回線接続状況」ページが表示されます。
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■  課金情報で運用状況を確認する
本装置の電源を入れてから現在までの、 ISDN回線に対する課金情報を確認することができ

ます。 

1. 表示メニューで「課金情報」をクリックします。

［データ通信課金情報］、［接続先別データ通信課金情報］、［マルチ TA課金情報］、［アナログ

ポート課金情報］が表示されます。 

2. 以下の項目を確認します。

【データ通信課金情報】 

• 通信総時間 → データ通信の通信時間の累計です。 

• 課金合計金額 → データ通信の通信料金の累計です。 

• 最長通信 → データ通信の過去の記録で、 1回の通信での最長の時間、通信

料金、接続先相手です。 

• 最高課金 → データ通信の過去の記録で、 1回の通信での最高金額、通信時

間、接続先相手です。 

• 最終接続 → データ通信の最新の通信での、通信時間、通信料金、接続先相
手です。

【接続先別データ通信課金情報】

接続先ごとの通信時間の累計および通信料金の累計が表示されます。

【マルチ TA課金情報】 

• 通信総時間 → マルチ TA通信の通信時間の累計です。 

• 課金合計金額 → マルチ TA通信の通信料金の累計です。

■データ通信課金情報クリア

→［データ通信課金情報クリア］ボタンをクリックすると、現在保
持している上記 3つの情報をすべてクリアします。

【アナログポート課金情報】 

• 最長通信 → アナログ通信の過去の記録で、 1回の通信での最長の時間、通

信料金、接続先相手電話番号です。 

• 最高課金 → アナログ通信の過去の記録で、 1回の通信での最高金額、通信

時間、接続先相手電話番号です。 

• 最終接続 → アナログ通信で最新の通信での、通信時間、通信料金、接続先
相手電話番号です。 

• 合計 →アナログ通信の通信時間と通信料金の累計です。

■アナログポート課金情報クリア

→［アナログポート課金情報クリア］ボタンをクリックすると、現
在保持しているアナログポート課金情報をすべてクリアします。

■全ての課金情報クリア→［全ての課金情報クリア］ボタンをクリックすると、現在保持し
ている課金情報をすべてクリアします。
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• 本書の表記で使われる通信料金とは、 INSネット 64基本サービスの「料金情報通知」をもと
に、本装置のソフトウェアが算出した値です。算出される値は、お客様の契約や回線利用状況
により異なりますので、請求金額とは必ずしも一致しません。
例えば、以下のような場合があります。 
- INSテレホーダイ利用時 

- NTT DoCoMo以外の自動車電話・携帯電話と通話した場合 

- PHSと通話した場合（ PIAFSによるデータ通信も含む） 

• 本装置の電源を切ると、課金情報はすべてクリアされます。

■  IP統計情報を見る
回線を介した通信のプロトコルごとの内訳を確認できます。 

1. 表示メニューで「 IP統計情報」をクリックします。

「 IP統計情報」ページが表示されます。
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IP統計情報の見方は「 Si-R130コマンドリファレンス」の netstat -sコマンドを参照してく

ださい。

■  電子メール着信通知を見る
到着しているメールの確認ができます。
メールの着信を確認する場合は、「詳細設定」の「 Eメールエージェント情報」で情報を指

定します。

メール着信通知に表示される最大件数は 50件です。メール着信通知の数が 50件を超えた場合、
古い通知から順に削除されます。ただし、メール着信通知の件数は最大件数を超えてもカウント
されます。

メール着信通知
メール着信通知が到着すると、 CHECKランプが緑色で点滅します。 

1. 表示メニューで「メール着信通知」をクリックします。

「メール着信通知」ページが表示されます。
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2. 確認が終了したら、［メール着信通知消去］ボタンをクリックします。

「メール着信通知を消去しました。」というメッセージが表示され、 CHECKランプが消灯し

ます。メール着信通知は削除されます。

メールチェック
到着しているメールがある場合は、 CHECKランプが緑色で点滅します。 POP3プロトコル

を使用してメールサーバにアクセスしてメールの着信を確認します。 

1. 表示メニューで「メールチェック」をクリックします。

「メールチェック」ページが表示されます。 

2. チェックするメールのユーザ名の欄の［表示］ボタンをクリックします。 

3. メールパスワードを入力し、［実行］ボタンをクリックします。

到着しているメールが表示されます。

■  チャネル統計情報を見る
回線接続の情報を確認できます。 

1. 表示メニューで「チャネル統計情報」をクリックします。

「チャネル統計情報」ページが表示されます。

チャネル統計情報の見方は「 Si-R130コマンドリファレンス」の isdnstat -Dコマンドを参照

してください。
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■  回線ログ情報で運用状況を確認する  

ISDN回線への接続、切断に関する情報を確認できます。通信エラーが発生した状況や、通

信エラーの原因を示した「ログ内容」が表示されます。 

1. 表示メニューで「回線ログ」をクリックします。

「回線ログ」ページが表示されます。 

• ログ番号 →ログの番号です。 

• 発生時刻 →ログが記録された時刻です。 

• チャネル →ログが記録された事象が発生したチャネルです。 

• ログ内容 →ログの内容です。
［詳細コード =XX/XX/XXYY］の「 YY」は理由コー

ドを示します。理由コードは「 ISDN理由表示番号

一覧」（ P.685）を参照してください。

［表示例］

［説明］ 

• 発信元が 192.168.1.2でポート 1149を使用して 202.248.2.226へポート 53でアクセスし

たことを示します。 

• ポート 1149は送信元が内部で使用しているポート番号です。

発信ログ 

IPパケットの転送が発生しました。 

Protocol： TCP192.168.1.2（ 1149）→ 202.248.2.226（ 53）
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■  システムログを見る
接続先や接続時間の情報などを確認できます。通信エラーや超過課金の原因を知る手がかり
になります。 

1. 表示メニューで「システムログ」をクリックします。

「システムログ」ページが表示されます。

■  ルーティング情報を見る
ルーティングテーブルを確認できます。 

1. 表示メニューで「ルーティング情報」をクリックします。

「ルーティング情報」ページが表示されます。

ルーティング情報の見方は「 Si-R130コマンドリファレンス」の netstat -rnコマンドを参照

してください。
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■  インタフェース情報を見る
インタフェース情報を確認できます。 

1. 表示メニューで「インタフェース情報」をクリックします。

「インタフェース情報」ページが表示されます。

インタフェース情報の見方は「 Si-R130コマンドリファレンス」の netstat -iコマンドを参照

してください。

■  ブリッジ情報を見る
ブリッジ情報を確認できます。 

1. 表示メニューで「ブリッジ情報」をクリックします。

「ブリッジ情報」ページが表示されます。

ブリッジ情報の見方は「 Si-R130コマンドリファレンス」の bridgestat コマンドを参照して

ください。
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■  マルチホーミング情報を見る
マルチホーミング情報を確認できます。 

1. 表示メニューで「マルチホーミング情報」をクリックします。

「マルチホーミング情報」ページが表示されます。

マルチホーミング情報の見方は「 Si-R130コマンドリファレンス」の mhstatコマンドを参照

してください。

■  LAN情報を見る 

LANの統計情報を確認できます。 

1. 表示メニューで「 LAN情報」をクリックします。

「 LAN情報」ページが表示されます。 

LAN情報の見方は「 Si-R130コマンドリファレンス」の stlanコマンドを参照してくださ

い。
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■  DHCP情報を見る 

DHCPサーバや DHCPリレーエージェントの運用状況を確認できます。 

1. 表示メニューで「 DHCP情報」をクリックします。

「 DHCP情報」ページが表示されます。 

DHCP情報の見方は「 Si-R130コマンドリファレンス」の dhcpstatコマンドを参照してくだ

さい。

■  NAT情報を見る 

NATの統計情報を確認できます。 

1. 表示メニューで「 NAT情報」をクリックします。

「 NAT情報」ページが表示されます。 

NAT情報の見方は「 Si-R130コマンドリファレンス」の natstatコマンドを参照してください。
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■  ISDN情報を見る 

ISDN関連の統計情報を確認できます。 

1. 表示メニューで「 ISDN情報」をクリックします。

「 ISDN情報」ページが表示されます。
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ISDN情報の見方は「 Si-R130コマンドリファレンス」の  stinsコマンドを参照してください。

■  フレームリレー情報を見る
フレームリレー関連の統計情報を確認できます。 

1. 表示メニューで「フレームリレー情報」をクリックします。

「フレームリレー情報」ページが表示されます。

フレームリレー情報の見方は「 Si-R130コマンドリファレンス」の frstatコマンドを参照し

てください。

■  IPsec情報を見る 

IPsec情報を確認できます。 

1. 表示メニューで「 IPsec情報」をクリックします。

「 IPsec情報」ページが表示されます。
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IPsec情報の見方は「 Si-R130コマンドリファレンス」の ipsecstatコマンドを参照してくだ

さい。

■  VRRP情報を確認する 

VRRPに関する情報を確認することができます。 

1. 表示メニューで「 VRRP情報」をクリックします。

「 VRRP情報」ページが表示されます。
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VRRP情報の見方は「 Si-R130コマンドリファレンス」の vrrpstatコマンドを参照してくだ

さい。

■  現在時刻を見る
現在時刻を確認できます。 

1. 表示メニューで「現在時刻」をクリックします。

「現在時刻」ページが表示されます。

■  経過時間情報を見る
電源投入後、経過した時間を確認できます。 

1. 表示メニューで「経過時間情報」をクリックします。

「経過時間情報」ページが表示されます。
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メンテナンスメニューを使う

メンテナンスメニューでは、バージョン情報、 PPPフレームトレース、エラーログ情報の確

認、および本装置のファームウェアを更新、オンラインサポート、構成定義の退避／復元、
電話番号の変更ができます。

■  メンテナンスメニューを表示する
本装置のトップページで、画面上部の［メンテナンス］アイコンをクリックすると、メンテ
ナンスメニューが表示されます。
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■  バージョン情報
本装置内蔵ファームウェアのバージョンを確認できます。 

1. メンテナンスメニューで「バージョン情報」をクリックします。

「バージョン情報」ページが表示されます。 

• 製品名 → Si-R130：基本ソフトウェア 

• バージョン情報（版数） → FIRM： V04.00

■  PPPフレームトレース情報を見る 

PPPのプロトコル情報を表示します。回線がつながりにくい場合は、ここに表示される情報

を確認します。 

1. メンテナンスメニューで「 PPPフレームトレース」をクリックします。

「 PPPフレームトレース情報」ページが表示されます。

フレームトレース情報の見方 

PPPフレームトレース情報は、以下のように表示されます。

表示例） 

 [02] B1ch : Recv LCP   Configure-Request id=00 len=19  97.09.01 09:19:54.225

          data=c021 0100 0013 0305 c223 0505 06f0 1e4a

               5007 0208 02

表示されている情報は、以下に示すような要素に分けられます。

「 PPPフレームトレース情報詳細」（ P.687）

[02] B1ch : Recv LCP Configure-Request id=00 len=19  97.09.01 09:19:54.225

                    送受信                 コード種別                      パケット長　　 ppptrace採取時間 

     　チャネル       プロトコル種別                    IDフィールド値

ログ番号を表す（ 01～ 99）
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■  エラーログ情報
本装置の異常に関する情報が記録されている場合は、ここで確認できます。
富士通の技術員へ連絡してください。その際、エラーログ情報の内容をお知らせください。 

1. メンテナンスメニューで「エラーログ情報」をクリックします。

「エラーログ情報」ページが表示されます。

■  本装置のファームウェアを更新する
ファームウェアを更新すると、本装置に新しい機能を追加できます。 

FTPサーバ（ FTPサーバ機能を持つパソコンや UNIXシステム）にファームウェアファイル

を配置し、 WWWブラウザ（本装置の設定メニュー）を使ってネットワークに接続した本装

置のファームウェアを更新できます。

ただし、初期状態ではファームウェア更新情報が設定されていないため、設定が必要です。 

• ファームウェア更新中は、本装置の電源を切らないでください。 

• ファームウェアを更新する前に、構成定義情報を退避しておいてください。

ここでは、ファームウェア更新情報の設定方法について例をあげて説明します。 

1. 詳細設定メニューのルータ設定で「装置情報」をクリックします。

「装置情報設定」ページが表示されます。

センタ側�
（管理者）�

ファームウェア更新�

IPアドレス  192.168.1.2�
ログインID  sir�
ログインパスワード sir-passwd�
ファイルロケーション /SIR/SIRSOFT.ftp
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2. ［ファームウェア更新情報］で以下の項目を指定します。 

• 転送元ホスト名  → 192.168.1.2

• ログイン ID → sir

• ログインパスワード → sir-passwd

• ファイルロケーション → /SIR/SIRSOFT.ftp 

3. ［更新］ボタンをクリックします。 

4. ［設定反映］ボタンをクリックします。

設定した内容が有効になります。 

5. メンテナンスメニューで「ファームウェア更新」をクリックします。

「 FTPダウンロードによるファームウェア更新」ページが表示されます。 

6. 表示されている内容を確認し、正しければ［ OK］ボタンをクリックします。

ファームウェアの更新を開始します。 

7. 「正常終了」のメッセージが表示されたら、［ OK］ボタンをクリックします。 

8. ［トップページに戻る］ボタンをクリックします。

トップページに戻ります。
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■  オンラインサポート機能  

ISDN回線に接続された遠隔地（リモート側）の本装置に対して、管理者側（センタ側）の

本装置を WWWブラウザで操作することによりメンテナンスができます。

本機能では、 IP接続を必要としないため、ご購入時の状態の本装置に対しても行えます。

ただし、以下の条件を満たす必要があります。 

• 対象の本装置が ISDN回線に接続されていること 

• 対象と同一機種の本装置が ISDN回線に接続されていること 

• 対象の本装置の ISDN回線の「ユーザ間情報通知サービス」の契約が「着信許可」であ

ること

以下に、それぞれの概要を示します。

（ 1）設定を変更する

センタ側の本装置から、リモート側の本装置の設定を行うことができます。センタ側の
本装置のメンテナンスメニューからオンラインサポートを開始すると、それ以降は、通
常と同様の手順でリモート側の設定を行うことができます。

（ 2）ファームウェア更新

センタ側の本装置から、リモート側の本装置のファームウェアを更新することができま
す。センタ側の本装置のメンテナンスメニューからオンラインサポートを開始すると、そ
れ以降は、通常と同様の手順でリモート側のファームウェアを更新することができます。
また、センタ側の本装置のファームウェアをリモート側に書き込むことができます。

（ 3）構成定義情報の退避／復元

センタ側の本装置から、リモート側の本装置の構成定義情報の退避／復元を行うことが
できます。センタ側の本装置のメンテナンスメニューからオンラインサポートを開始す
ると、それ以降は、通常と同様の手順でリモート側の構成定義情報の退避／復元を行う
ことができます。

センタ側�
（管理者）�

リモート側�

ISDNの回線網�

設定変更、ファームウェア更新、�
構成定義情報の復元�

構成定義情報の退避�
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メンテナンス手順
以下にオンラインサポート機能によるメンテナンス手順を説明します。 

1. センタ側の本装置のメンテナンスメニューで「オンラインサポート」をクリックし

ます。

「オンラインサポート」ページが表示されます。 

2. リモート側の電話番号と暗証番号を指定し、［オンラインサポート開始］ボタンを

クリックします。 

3. 正常に接続されたあとは、センタ側の本装置を設定するのと同様の手順でリモート

側の設定を行うことができます。 

4. ［オンラインサポート終了］ボタンをクリックして、オンラインサポートを終了し

ます。 

B1、または B2ランプが消灯し、回線が切断されます。 

• 本機能を使用して発信するには INSネット 64の「ユーザ間情報通知サービス」を使用するた

め、 1回の発信につき 1メッセージ分の料金が通信料金とは別にかかります。また、 ISDN回
線を契約するときは、ユーザ間情報通知サービスを「着信許可」にしてください。 

• オンラインサポート中は、 ISDN回線は接続されたままとなります。無通信監視タイマによる
自動切断は行われません。設定終了後は、必ずオンラインサポートを終了し、回線が切断され
たことを確認してください。 

• 暗証番号にはリモート側の本装置に設定された暗証番号を指定してください。一致しない場合
は接続できません。なお、リモート側の本装置がご購入時の状態、またはオンラインサポート
情報未設定の場合は、暗証番号として MACアドレスを指定することにより接続できます。 

• LANポート用 MACアドレスは装置底面に表記されているとおり半角小文字の英数字で指定し
てください。 

• オンラインサポートで設定できる項目はセンタ側の本装置にある項目だけに限定されます。セ
ンタ側とリモート側で機種が異なる場合、およびファームウェアの版数が異なる場合は、設定
できない項目があります。 

• センタ側の電話番号および暗証番号はセキュリティ確保のために設定しておく必要がありま
す。ルータ設定の「装置情報」で指定してください。

ご購入時の状態では暗証番号が設定されていないので、リモート側本装置の LANポート用 
MACアドレスを暗証番号として指定します。  

MACアドレス→「本装置  底面」（ P.31）

表示ランプの意味→「本装置  前面」（ P.28）
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■  構成定義情報を退避する／復元する
現在の本装置の構成定義情報をファイルに保存し、退避しておきます。必要になったときに
保存しておいた構成定義情報を復元できます。 

• 構成定義情報の退避： メンテナンスメニューの「構成定義情報」ページを、 WWWブ

ラウザ機能を使ってファイルに保存します。 

• 構成定義情報の復元： WWWブラウザで保存しておいた「構成定義情報」ページの

ファイルを開き、［復元］をクリックします。

現在の本装置の IPアドレスと保存時の IPアドレスが異なると復元できません。
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■  構成定義情報を切り替える
本装置は構成定義情報を内部に 2つ持つことができます。「スケジュール機能」、または手動

で切り替えることができます。 

1. メンテナンスメニューで「構成定義切替え」をクリックします。

「構成定義切替え」ページが表示されます。 

2. 再立ち上げ時に使用する構成定義情報をチェックし、［再起動］ボタンをクリック

します。

再起動が行われ、選択した構成定義情報での立ち上げが行われます。 

• 電源投入時は、直前に動作していた側の構成定義情報で立ち上がります。 
• 再起動すると、通話中やデータ通信の場合、切断されます。 
• 本装置の IPアドレスが変更となった場合、再起動後に本装置にアクセスするためには、パソ
コンの再起動および URLを変更する必要があります。

■  電話番号を変更する
スケジュール情報の電話番号変更予約情報で設定した電話番号の変更を手動で行うことがで
きます。 

1. メンテナンスメニューで「電話番号変更」をクリックします。

「電話番号変更」ページが表示されます。 

2. 変更する電話番号変更予約情報の［実行］ボタンをクリックします。

電話番号が変更されます。 

3. ［設定反映］ボタンをクリックします。

設定した内容が有効になります。

ページが表示されたときに、選択されている方が現在の構成定義情報です。
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FTPサーバ機能を使ってメンテナンスする

本装置は FTPサーバ機能を持っており、パソコンや UNIXシステムの ftpコマンドを使って

構成定義情報の退避／復元およびファームウェア更新ができます。 

FTPサーバ機能を利用するときのユーザ名、パスワードは以下のとおりです。 

• ユーザ名 ： ftp-admin

• パスワード ：詳細設定で設定した管理者パスワードを指定します。

●メンテナンス対象のファイル 

FTPサーバ機能でメンテナンス対象となるファイル名は以下のとおりです。 

• 構成定義情報 1 ： config1

• 構成定義情報 2 ： config2

• ファーウェア ： firmware

●再起動方法 

ftpコマンドのサブコマンドとして「 get reset」を入力すると本装置が再起動します。

セキュリティ確保のため管理者パスワードを設定することを強くお勧めします。
設定しない場合、ネットワーク上のだれからでもアクセスできるため非常に危険です。

管理者パスワードを設定していない場合は、  FTPサーバ機能もパスワードがないものとして動
作します。

ファームウェアを入手し�
パソコンにコピーする�

FTPでファームウェアを�
更新する�

構成定義情報を�
復元する�構成定義情報を退避�

してあるパソコン�
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■  FTPサーバ機能による構成定義情報の退避
パソコン上の ftpコマンドを使って、構成定義情報を退避する場合を説明します。

メンテナンス作業時は、以下のことを必ず守ってください。 
• 本装置の電源を切らないでください。 
• 本装置上でデータ通信していないことを確認してください。 
• WWWブラウザ、コンソールによる設定作業を一切していない状態で行ってください。

ftpコマンドで構成定義情報を�
getする�

FTPクライアント�

ISDNの回線網�

IPアドレス�
192.168.1.1
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● ftpコマンドの使用例

構成定義情報（ config1）をパソコン上の config1-1ファイルに退避する場合の例を示します。

＃  cd 構成定義情報格納ディレクトリ
＃  ftp 192.168.1.1 ：本装置に接続する 

Connected to 192.168.1.1.
220 Si-R130 FTP server(Ver1.0) ready.
Name(192.168.1.1:root); ftp-admin ：ユーザ名を入力する 

331 Password required for ftp-admin.
Password: ：パスワードを入力する 

230 User ftp-admin logged in.
ftp>bin ：バイナリモードにする 

200 Type set to I.
ftp>get config1 config 1-1 ：構成定義情報（ config1）を config1-1ファイルに格納する  

local: config1 remote: config1-1
200 PORT command successful.
150 Opening BINARY mode data connection for ‘config1’(2753 bytes).
226 Transfer complete.
2857 bytes received in 1.10 seconds (2.44 Kbytes/s)
ftp>bye ：処理を終了する 

221 Goodbye.
＃

パスワードは、詳細設定の「パスワード情報」で設定した管理者パスワードを指定してください。
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■  FTPサーバ機能による構成定義情報の復元
パソコン上の ftpコマンドを使って構成定義情報を復元する場合を説明します。

メンテナンス作業時は、以下のことを必ず守ってください。 
• 本装置の電源を切らないでください。 
• 本装置上でデータ通信していないことを確認してください。 
• WWWブラウザ、コンソールによる設定作業を一切していない状態で行ってください。

FTPクライアント�

ISDNの回線網�

IPアドレス�
192.168.1.1

ftpコマンドで構成定義情報を�
putする�



 

FTPサーバ機能を使ってメンテナンスする 638

第 2部　リファレンス編

● ftpコマンドの使用例

構成定義情報（ config1）をパソコン上の config1-1ファイルから復元する場合の例を示します。

＃  cd 構成定義情報格納ディレクトリ
＃  ftp 192.168.1.1 ：本装置に接続する 

Connected to 192.168.1.1.
220 Si-R130 FTP server(Ver1.0) ready.
Name(192.168.1.1:root); ftp-admin ：ユーザ名を入力する 

331 Password required for ftp-admin.
Password: ：パスワードを入力する 

230 User ftp-admin logged in.
ftp>bin ：バイナリモードにする 

200 Type set to I.
ftp>put config1-1 config1 ： config1-1ファイルを構成定義情報（ config1）として書き込む 

local: config1-1 remote: config1
200 PORT command successful.
150 Opening BINARY mode data connection for ‘config1’.
226- Transfer complete.
update : File information check now!
update : File information check ok.
                         ・ 
                         ・ 
226 Write complete.
2856 bytes sent in 1.10 seconds (2.44 Kbytes/s)
ftp>get reset
local: reset remote: reset
200 PORT command successful.
421 reset Request OK.bye.
ftp>bye ：処理を終了する

＃ 

• パスワードは、詳細設定の「パスワード情報」で設定した管理者パスワードを指定してくだ
さい。 

• 

 

ftpコマンドのサブコマンドとして「 get reset」を入力すると本装置が再起動します。
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■  FTPサーバ機能によるファームウェアの更新
パソコン上の ftpコマンドを使ってファームウェアを更新する場合の例を示します。

メンテナンス作業時は、以下のことを必ず守ってください。 
• 本装置の電源を切らないでください。 
• 本装置上でデータ通信していないことを確認してください。 
• WWWブラウザ、コンソールによる設定作業を一切していない状態で行ってください。 

• ファームウェアを更新する前に、構成定義情報を退避しておいてください。

FTPクライアント�

ISDNの回線網�

IPアドレス�
192.168.1.1

ftpコマンドでファームウェア�
をputする�
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● ftpコマンドの使用例

ファームウェアをパソコン上から更新する場合について説明します。

＃  cd 構成定義情報格納ディレクトリ
＃  ftp 192.168.1.1 ：本装置に接続する 

Connected to 192.168.1.1.
220 Si-R130 FTP server(Ver1.0) ready.
Name(192.168.1.1:root); ftp-admin ：ユーザ名を入力する 

331 Password required for ftp-admin.
Password: ：パスワードを入力する 

230 User ftp-admin logged in.
ftp>bin ：バイナリモードにする 

200 Type set to I.
ftp>put Si-R130SOFT.ftp firmware ：ファームウェアを書き込む 

local: Si-R130SOFT.ftp remote: firmware
200 PORT command successful.
150 Opening BINARY mode data connection for ‘firmware’.
226 Transfer complete.
update : Transfer file check now!
update : Transfer file check ok.
                         ・ 
                         ・ 
226 Write complete.
631 1966 bytes sent in 97.80 seconds (6.31 Kbytes/s)
ftp>get reset ：本装置を再起動する 
local: reset remote: reset
200 PORT command successful.
421 reset Request OK.bye.
ftp>bye ：処理を終了する

＃ 

• パスワードは、詳細設定の「パスワード情報」で設定した管理者パスワードを指定してくだ
さい。 

• 

 

ftpコマンドのサブコマンドとして「 get reset」を入力すると本装置が再起動します。


